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審判員と審判インストラクターの技術向上のための研修会が、下記の通り行われた。 

 

[日時] ２０１１年１２月１０日（土）～１１日（日）  

[場所] 淡路佐野運動公園・アスパ五色 

[目的] 

・宿泊研修を通して県内審判員の意思統一を図り、審判技術のスキルアップを図る。 

・３級審判インストラクター（現役 2 級審判員）としての実践の機会を通し、指導する立場を経験

することにより、自身の審判技術のスキルアップおよび人間的成長を図る。 

・兵庫県クラブユースＵ－１４新人戦で実技指導およびレフェリー分析 

  

[参加対象者] 

  アクティブ３級登録している審判員 

  都市協会から推薦を受けた３、４級審判員 

  県内３級審判員のうち、積極的に活動意欲がある審判員 

  ユース審判員（３、４級） 

  女子審判員（２、３、４級） 

  県内２級カテゴリー審判員でカテゴリーＵＰを目指す者 

  

[参加審判員] 

<２級審判員>  

助廣那由氏・川瀬良裕氏・夏苅圭介氏・堀善仁氏  

  <アクティブ３級審判員> 

小谷敏之氏・深井佳晶氏・中村和行氏・梶山勝弘氏・北智之氏・ 

海老純氏・大本剛志氏 

  <都市協会推薦３級審判員>  

山田翔太氏・二藪浩一氏 

   <４級審判員及びユース審判員>  

竹内茉由香氏・谷添大地氏・古家光氏・金渕佑亮氏・畠山雄斗氏 

    

[参加インストラクター] 

    ・２級審判インストラクター  山本弘之氏・笹沼隆氏 

    ・３級審判インストラクター  小川耕司氏・赤坂竜一氏・藤井健介氏・梶原彰一氏 

 

  ・１級審判員  大西弘幸氏 

  ・女子１級審判員  的崎睦子氏 

     ・審判アドバイザー（２級審判員）  高倍剛氏・高原健一氏 

    

研修会報告 

 
2011 年 兵庫県審判員スキルアップ研修会 実施報告 
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[ 日程 ] 

  <１日目> 

    実践研修（兵庫県クラブユースＵ－１４新人戦） 

    講義①オフサイドの判定（講師：藤井氏） 

    講義②女子１級審判員からのメッセージ（的崎氏） 

    講義③審判報告書の記載のしかたについて（梶原氏） 

     

  <２日目> 

    実践研修（兵庫県クラブユースＵ－１４新人戦） 

    講義④主審（笹沼氏） 

  

 

  

 

研修に参加した「アクティブ 3 級審判員」の 梶山勝弘氏より感想を寄せていただきました。 

 

 

アクティブ３級制度ができ、色々なカテゴリーの審判をさせてい

ただき、また仲間が増えることで刺激を受けました。その結果、こ

の研修会に参加することを決めた昨年に続き、今年も参加させてい

ただきました。 

今年は、ユース審判も参加されていたためフレッシュな感じがし

たこと、参加者の意識の高さが昨年同様に感じました。今年、昇級

しました２級審判員の３名が、ユース審判員を中心に判定、動きな

どをレクチャーしている光景が多数あったことが、非常に印象に残

りました。また、日頃はインストラクターに見ていただく機会が少

ないため、この研修会は、貴重な時間と認識して参加しています。

他の審判員の方も同じだと思います。 

レフェリースクールを２回、受講させていただいていますが、厳しい講習会も必要と認識していま

すが、スキルアップ研修は審判員一人ひとりが、「積極的に学び、教え合う」ことができ、参加審判

員が創る研修会でもよいのではとも思います。今回、インストラクターの横で観戦することで反省会

では聞くことが出来ないことが、実況中継のように聞くことが出来たことが、一番の収穫でした。 

研修会の名前の通り、昨年は多少なりともスキルアップが出来き、今年は、事前に課題（争点とゴ

ールを意識した位置取り）を決めて参加しました。インストラクターの方にも課題を含めた色々なご

指導をしていただきましたので、2012 年も目標を持ち、達成できるように日々、努力をしていき

たいと思います。 

来年、４６歳となりますが 100 点満点がないサッカー審判にますます魅力を感じることができた

研修会でした。 

 

以上 

 
参加報告 「スキルアップ研修会を終えて」 

 

梶山勝弘 

西宮協会 


